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建設産業においてແਓ化施工技術は，これ·で産׭
ֶにて研究開発・実用化をਐめ，実工ࣄにおいて΋一
ఆの成Ռをおさめてきた。ۙ࠷，੓෎では日本ڵ࠶ઓ
ུ΍ロϘットֵ໋実現会ٞなͲのऔり૊Έにおいて，
ロϘット技術の実用化を本格తにਪਐしようという動
きが高·っている。ແਓ化施工技術をさらに発లさͤ
るため，平成 26 年 10 月 2 日にࠃ౔ަ௨大ਉの設ཱ認
可をडけ，同年 10 月 14 日にੈ࣍୅ແਓ化施工技術研
究૊合（ҎԼ，UC�TFD）が設ཱした。

1．技術研究組合制度とは

技術研究૊合制度は研究開発パートφーシップのͻ
とͭで，共同研究開発とࣄ業化を行うඇӦར共ӹ๏ਓ
で，ओ຿大ਉの認可の΋と設ཱされている。ここでは，
産業׆動においてར用される技術を，૊合һが自らの
ために共同研究を行う。֤૊合һは，研究ऀ，研究අ，
設備等の研究開発ݯࢿを出しあって共同研究を行い，
その成Ռを共同で؅ཧし，૊合һ૬ޓで׆用する。
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JCMA 報告

2．UC-Tec の概要

UC�TFD の概要をҎԼにࣔす。

（1）名称
 ୅ແਓ化施工技術研究૊合　（NFX UOmBOOFEੈ࣍

CoOTtSVDtJoO TFDIOoMoHZ 3FTFBSDI "TToDJBtJoO　 ུ
শ：UC�TFD　ݺশ：Ϣーシーςック）

（2）所在情報などはホームページ
IttQ���XXX.VD�tFD.oSH�

（3）事業内容
ੈքをリードするແਓ化施工技術にͭいて，ࠃ಺の

ઌ୺తな技術を݁集・ҭ成し，技術ਫ४の向্及び実
用化をਤるために，ओに࣍のࣄ業を行う。
・ແਓ化施工技術に関する試験研究の実施
導ࢦの試験研究の成Ռの؅ཧ，技術ه্・

（4）組合員（19 法人）

දᴷ �　ٕज़ڀݚ૊߹һ

๏ਓ格 ૊合һ
式会ࣾג *)*，੨໦あすなΖ建設，Ξクςィオ，大ྛ૊，

大本૊，ࣛౡ建設，۽୩૊，ޒ༸建設，大成
建設，東京௨৴機，中日本航空，χίン・ト
リンブル，੢ඌレントオール，੢দ建設，フ
δタ，前ా建設工業

一ൠࡒ団๏ਓ ઌ୺建設技術ηンター
一ൠࣾ団๏ਓ 日本建設機械施工協会
ಠཱ行੓๏ਓ ౔໦研究所

（5）組織体制
૯会のܾٞにͮجき，ཧࣄ会が技術研究૊合をӡӦ

する。ӡӦにあたりӡӦࣄװ会を૊৫した。研究開発
ॳの研究開発である「ԕִૢ࠷ըҕһ会とا，動は׆
作による൒ਫ中作業シスςム」開発にऔり૊Ή൒ਫ中
作業シスςム開発ҕһ会がある。表中の4*1ࣄ業とは，
ड़するが಺ֳ෎の「ઓུతイϊϕーション૑଄プロਤᴷޙ �　ٕज़ڀݚ૊߹੍౓ͷ֓ཁʢۀ࢈ࡁܦলϗʔϜϖʔδΑΓʣ
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グラム（ҎԼ，4*1）」の՝୊対応のͻとͭである研
究開発をಠཱ行੓๏ਓ新ΤωルΪー・産業技術૯合開
発機ߏ（ҎԼ，N&DO）よりडୗし，実施する。

（6）その他
研究開発අは໿ 2 ԯԁ（平成 26 年度）。
なお，本අ用はຖ年度，૊合һからのො՝ۚと֎෦

。によって࿫Θれるۚࢿ

3．受託した SIP 研究開発事業

4*1 は，಺ֳ෎の日本発のՊֶ技術イϊϕーション
૑଄，ૅج研究から出ޱ·でਪਐする。対৅とする՝
୊は 10，対৅はࣾ会՝୊のղܾ΍産業ڝ૪力のڧ化，
୅インフੈ࣍，ੜなͲに࣭するΤωルΪー෼໺࠶ࡁܦ
ラ෼໺，地Ҭݯࢿ෼໺である（ৄࡉは，಺ֳ෎ϗーム
ϖ ー δ IttQ���XXX8.DBo.Ho.KQ�DTtQ�HBJZo�TJQ� を ࢀ
র）。

୅ແਓ化施工技術研究૊合では，「インフラҡੈ࣍
新・マωδϝント技術」にͭいて，N&DOߋ・؅ཧ࣋
より「ҡ؅࣋ཧロϘット・֐ࡂ対応ロϘットの開発ʗ
ແਓ化施工の新ల開ʙԕִૢ作による൒ਫ中作業シス
ςムの実現ʙ」の研究開発の業຿ҕୗをいたͩいた。
この研究開発では，௡೾΍ߑਫ֐ࡂ等の෮旧工ࣄにお
いて高いχーζがありながら΋ैདྷの技術では対応で

ਤᴷ ૊߹ͷ૊৫ମ੍ڀݚ୅ແਓԽ施工ٕज़ੈ࣍　�

ਤᴷ �　ԕִૢܕ࡞ॏӡൖϩϘοτͷ֓೦ਤ

ਤᴷ ։ൃͷશମڀݚ　�

きていない，൒ਫ中状態でのԕִૢ作による作業シス
ςムの確ཱを໨ඪに，ਫਂ 2 m ఔ度の൒ਫ中を走行
できるクローラーダンプ（ԕִૢ作型ॏӡൖロϘット）
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を開発する。
開発するԕִૢ作型ॏӡൖロϘットと研究開発の全

体にͭいてそれͧれࣔす（図─ 3，4）。

4．おわりに

この技術研究૊合では，ޙࠓ，産ֶ׭࿈ܞのԼで，
Ӣઋීַݡの֐ࡂ対ࡦ工ࣄから本格化したແਓ化施工
技術の実用性をより高めるために，そのपล技術であ
る実用తなロϘット関࿈技術との༥合および高度化を

໨ࢦし，研究開発とී及に積ۃతにऔり૊Μでい͘༧
ఆである。

 

ʦචऀ঺հʧ
ా中　๕行（たなか　よしΏき）
୅ແਓ化施工技術研究૊合ੈ࣍ UC�TFD
຿局௕ࣄ　ࣄࢀ




